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八
千
代
市
短
歌
会
選

　
　
　
　
　
一
首
目
、
春
と
い
う
語
は
草
木
の
芽
が
「
張
る
」、
田
畑
の
開

　
　
　
　
墾
の
「
墾
る
」、
気
候
の
「
晴
る
」
な
ど
を
語
源
と
す
る
。
古
典

歌
人
た
ち
の
う
た
に
は
こ
の
語
源
を
巧
み
に
消
化
し
た
と
言
っ
て
よ
い
歌

が
あ
る
。
こ
の
一
首
も
弛
み
の
な
い
言
葉
運
び
で
、
力
強
い
結
句
が
無
理

な
く
感
受
さ
れ
る
。
二
首
目
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
続
く
季
節
、
寒
風
の
中
、

氷
雨
の
中
、
ひ
た
す
ら
走
り
続
け
る
姿
は
、
見
て
い
る
人
達
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
感
動
を
与
え
る
。「
行
」
だ
と
い
う
気
持
に
共
感
し
て
い
る
作
者
。
三

首
目
、
病
む
師
へ
の
想
い
の
優
し
さ
が
伝
わ
る
。
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リサイクル・ガイド
消費生活センター　485-0559
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〝
道
草
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お
う
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今
年
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

例
年
よ
り
も
草
木
の
成
長
が
早
い
と
の
こ
と
で
、
た

く
さ
ん
の
野
草
を
み
ん
な
で
持
ち
帰
り
、
味
わ
い
ま
し
た
。
初
め
て
口
に
す
る
野
草
を
前

に
「
本
当
に
お
い
し
い
の
か
な
」
と
半
信
半
疑
で
し
た
が
、
野
草
の
て
ん
ぷ
ら
や
ツ
ク
シ

の
砂
糖
漬
け
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
、
思
い
が
け
な
い
お
い
し
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、桜
の
開
花
も
記
録
的
な
早
さ
だ
っ
た
た
め
、表
紙
の
桜
ま
つ
り
の
取
材
の
前
は
、

「
ど
う
か
あ
と
一
週
間
も
っ
て
」
と
祈
る
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
ま
し
た
。
数
年
前
に
取

材
に
行
っ
た
と
き
は
、
開
花
が
遅
す
ぎ
て
記
事
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
10
周
年
の

節
目
と
な
る
今
年
は
、
見
事
に
桜
が
咲
き
誇
り
ま
し
た
。

▲チーム名「ボニット」はポルトガル語で“美しい人”

八千代市イメージキャラクター
「やっち」

広
報
雑
記
帳
か
ら

　４月１日、学校給食センター西八千代調理場がオープ
ンしました。１万1,000食の給食提供と食育の拠点とし
ての機能を持ち合わせています。

▲煮立った鍋に卵を入れて、エビとトマトのスープのできあがり

み
ん
な
で
作
っ
て「
い
た
だ
き
ま
す
」

勝
田
台
公
民
館
の
春
休
み
子
ど
も
料
理
教
室

　３月23日、勝田台公民館で春休み子ど
も料理教室が行われ、小学３年生～６年
生の20人が参加しました。講師は八千代
市栄養士会のメンバー７人で、肉巻きお
にぎりレタス包み、エビとトマトのスー
プ、ティラミスを作りました。
　まず、包丁の持ち方を教わった子ども
たちは、真剣なまなざしでウインナーや

野菜をカット。フライパンや鍋で火を使
った調理にも挑戦しました。普段から料
理をしている子も、初めての子も「今日の
レシピで家族に作ってあげたい」とにっ
こり。春休みの良い経験となりました。
　公民館では春から新しい講座が始まり
ます（今号４・５ページに掲載）。皆さんも
「新しいこと」に挑戦しませんか。

　３月23日、阿蘇公民館で行われた「春の野の味ウ
ォッチング・道草を食おう」に８人が参加。自然観
察員に食べられる草花などを教わりながら、ほたる
の里周辺で１時間半ほど野草採取を行いました。
　公民館に戻ってからは、摘んできたヨモギやツク
シ、ユキノシタなど８種類の野草を天ぷらやあえ物
などに調理。「ほろ苦くて最高ですね」と揚げたての
春の味に舌鼓を打ちました。

▲「野草を見つけておいしそうと思えるようになったら
一人前ですよ」と自然観察員の森

もりしげる
繁さん（左）

阿蘇公民館の“道草を食おう”八千代ボニットFC
春の味に舌鼓連覇を目指しがんばります 　八千代ボニットFCは市内を拠点に活動する女性

サッカーチームです。子どもたちをサッカー教室に
通わせていたお母さんたちが自分たちもプレーした
いと、28年ほど前に結成。24歳から57歳までの28
人が個々のレベルに合わせて週一回の練習を行って
います。チームの強味は、チームワーク。「みんな
が一つになったからこそ結果に結びついた」と代表
の髙山明美さん。八千代ボニットFCは、半数以上
がサッカー未経験者にもかかわらず、24年度の千葉
県レディースサッカーリーグ・ミセスの部でみごと
優勝を果たしました。
　今年度もシーズンが始まり、リーグ戦連覇と全国大
会出場を目指して挑戦は続きます。

　この欄については、消費生活センターへ。土曜・日

曜日、祝日を除く午前８時30分～午後５時まで（午後

４時～５時は 483-1151へ）。交渉は当事者間で行

い、結果は必ず同センターへ報告してください。

■あげます　▶寝具セット（マットレス・敷きふとん）
▶GOO.N製オムツ（テープ付き）／Sサイズ１袋　

▶洋服ダンス／180cm×85cm×60cm　▶ラテラル・サ
イ・トレーナー（健康器具）
■ゆずります・有料　▶マンション向け小型物置／
110cm×93cm×57.5cm　▶譜面台付きキーボード／横
95cmと譜面台　▶デロンギ製電気暖房器　▶ベビーベ
ッド
■ゆずって・有料　▶学ラン・黒／170～175cm　▶電
動ウォーキング器具（折り畳み式）　▶電気冷凍庫
▶電子ピアノ


